
(1)

端
の
設
備
を
有
す
る
化
学
系
研
究
棟

仮
称

部
、
関
連
組
織
、
認
定
団
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

・
会
員
名
簿
（

年
８
月
版
）
発
行

（

）

16

を
建
設
し
、
体
育
館
を
併
設
す
る
こ
と
。

ジ
を
つ
く
る
な
ど
、
活
性
化
に
努
め
る
こ
と

８
月

日

頁

部

第 １８ 号

発行所
県支部事務局

24

A4
24

50

野
田
地
区
に
、
総
合
研
究
所
棟
（
仮
称
）

大
学
の
百
二
十
五
周
年
記
念
募
金
運
動
に
協

１
月

日

頁

部

13

A4
24

110

が
計
画
さ
れ
、
大
学
の
「
総
合
研
究
機
構
」

力
す
る
だ
け
で
な
く
、
理
窓
会
の
活
性
化
に

・
会
報
「
新
潟
理
窓

号
」
発
行

御

挨

拶

17

新
潟
県
支
部
長

の
中
核
と
し
て
横
断
的
研
究
活
動
の
拠
点
と

役
立
て
る
こ
と
。

月

日

６
頁

部

10

30

B5

620

な
り
ま
す
。
総
合
研
究
所
で
は
、
火
災
化
学

新
潟
県
支
部
と
し
て
も
、
大
学
の
発
展
と

雅
楽

隆
信

研
究
部
門
が
二
十
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ

と
も
に
、
理
窓
会
本
部
と
と
も
に
同
窓
会
員

八
月
二
十

ム
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
総
合
研
究
所
は
、

の
結
束
を
図
り
、
理
窓
会
の
活
性
化
に
協
力

新
潟
県
支
部
総
会
８
月

日
23

三
日
（
日
、

大
学
の
特
色
あ
る
分
野
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
か
ら

）

新
潟
市
内
、

究
、
学
際
的
研
究
の
推
進
、
若
手
研
究
者
の

同
窓
会
員
の
勧
誘
に
つ
い
て
一
層
の
ご
支
援

新
潟
会
館
で

研
究
振
興
を
目
的
に
、
全
学
の
研
究
者
が
専

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

、

東
京
理
科
大

門
分
野
の
垣
根
を
越
え
た
研
究
を
遂
行
す
る

◇
◇
新
潟
県
支
部
総
会
◇
◇

学
か
ら
塚
本

組
織
と
し
て
設
立
さ
れ
、
併
せ
て
「
イ
ン
キ

理
事
長
、
及
び
理
窓
会
本
部
の
児
島
幹
事
長

ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
棟
」
の
建
設
も
予

を
お
迎
え
し
て
、
参
加
者
三
十
名
で
新
潟
県

定
さ
れ
、
産
学
官
連
携
に
よ
る
先
端
的
科
学

県
支
部
総
会
は
毎
年
８
月
下
旬
の
土
曜
日

支
部
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

技
術
の
創
成
を
図
る
こ
と
。

あ
る
い
は
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

塚
本
理
事
長
か
ら
東
京
理
科
大
学
は
平
成

ま
た
、
児
島
幹
事
長
か
ら
は
、
理
窓
会
本

手
違
い
等
に
よ
り
案
内
が
届
か
な
い
こ
と

十
八
年
に
創
立
百
二
十
五
周
年
を
迎
え
る
こ

部
の
新
体
制
と
理
窓
会
の
活
性
化
に
向
け
た

も
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
で
周

と
と
、
大
学
の
現
状
と
今
後
の
展
望
が
話
さ

取
組
を
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

り
の
同
窓
に
声
を
か
け
合
っ
て
参
加
い
た
だ

れ
ま
し
た
。
平
成
十
八
年
は
大
学
が
神
田
か

理
窓
会
の
現
状
は
毎
年
卒
業
生
が
四
〜
五

け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の
支
部
総

ら
神
楽
坂
に
校
舎
を
移
転
し
て
、
百
年
を
迎

千
人
増
加
し
、
同
窓
は
十
五
万
人
に
達
し
て

会
の
議
事
等
の
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

え
る
年
に
も
当
た
り
、
神
楽
坂
地
区
と
野
田

い
る
が
、
正
会
員
は
毎
年
の
卒
業
生
人
数
程

地
区
の
再
構
築
計
画
が
立
て
ら
れ
る
こ
と
。

度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
組
織
・
財
政
規
模
が

◇
◇
平
成
十
五
年
度
事
業
報
告
◇
◇

記
念
事
業
は
「
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｃ
ｉ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
」

同
規
模
の
大
学
の
同
窓
会
に
比
し
て
一
桁
程

カ
ン
シ
ャ
ン
ス
：
英
語
・
仏
語
と
も
に
「
良

度
低
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
理
窓
会
の
活
性

・
支
部
役
員
会
開
催

心
」
を
意
味
し
「
ｓ
ｃ
ｉ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
」
を

化
の
た
め
の
努
力
を
す
る
こ
と
。

、

-

含
み
、
二
十
一
世
紀
の
科
学
技
術
に
ふ
さ
わ

卒
業
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
有

６
月

日

新
潟
会
館

29

し
い
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
次
の
よ
う
な
計
画

効
に
機
能
さ
せ
る
こ
と
を
組
織
化
推
進
委
員

・
支
部
総
会
開
催

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

会
で
検
討
し
て
も
ら
う
。
理
窓
会
の
Ｉ
Ｔ
化

８
月

日

高
田
タ
ー
ミ
ナ
ル

24

神
楽
坂
地
区
に
、
教
育
研
究
施
設
と
し
て

の
推
進
と
し
て
、
本
年
三
月
の
卒
業
生
全
員

ホ
テ
ル

の
高
層
棟
を
核
に
、
遊
歩
道
な
ど
憩
い
の
空

に
生
涯
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
配
布
を
は
じ
め

・
研
修
会
開
催

、

間
も
配
し
た
都
市
型
大
学
を
構
築
し
、
最
先

理
窓
会
員
に
広
げ
る
こ
と
や
、
本
部
で
前
支

９
月

日

新
潟
会
館

27
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(2)

時
代
の
激
し
い
変
化
は
、
教
育
の
現
場
に

◇
◇
平
成
十
五
年
度
会
計
収
支
決
算
◇
◇

◇
◇
平
成
十
六
年
度
会
計
予
算
◇
◇

◇
◇

同
窓
だ
よ
り

◇
◇

も
訪
れ
て
い
る
。

〇

〇

収
入
の
部

収
入
の
部

変
化
へ
の
対
応

繰
越
金

１
１
７
，
７
９
７
円

繰
越
金

１
１
７
，
１
１
２
円

会
費

１
４
４
，
８
９
０
円

会
費

１
４
０
，
０
０
０
円

Ｈ

理
工
・
数

09
西
脇

友
哉

臨
時
徴
収

１
５
，
０
０
０
円

臨
時
徴
収

１
０
，
０
０
０
円

雑
収
入

４
，
３
５
７
円

雑
収
入

２
，
８
８
８
円

勤
務
校
で
の
体
育
祭
の
ビ
デ
オ
を
自
宅
に

合
計

２
８
２
，
０
４
４
円

合
計

２
７
０
，
０
０
０
円

あ
る
パ
ソ
コ
ン
で
編
集
し
よ
う
と
し
た
と
き

の
こ
と
で
あ
る
。
自
宅
に
あ
る
パ
ソ
コ
ン
は

四
年
前
に
購
入
し
た
も
の
で
、
購
入
し
た
当

〇

〇

支
出
の
部

支
出
の
部

支
部
総
会
補
助

５
０
，
０
０
０
円

支
部
総
会
補
助

３
０
，
０
０
０
円

初
は
処
理
速
度
も
速
い
も
の
だ
っ
た
。
し
か

地
区
還
元
金

１
５
，
２
０
０
円

支
部
還
元
金

２
２
，
０
０
０
円

し
、
ビ
デ
オ
を
編
集
し
よ
う
と
す
る
と
、
今

発
見

名
簿
・
会
報

１
８
，
７
４
０
円

名
簿
・
会
報

２
０
，
０
０
０
円

と
な
っ
て
は
非
力
な
パ
ソ
コ
ン
に
な
っ
て
し

送
料

６
５
，
０
０
０
円

送
料

３
４
，
０
０
０
円

ま
っ
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。

Ｈ

理
工
・
数

01
佐
藤

直
之

事
務
用
品

９
，
９
９
２
円

事
務
用
品

１
５
，
０
０
０
円

た
っ
た
四
年
で
こ
う
も
変
わ
る
も
の
か
、

資
料
代

６
，
０
０
０
円

資
料
代

９
，
０
０
０
円

時
代
の
変
化
は
早
い
、
と
感
じ
た
経
験
だ
っ

今
年
の
四
月
に
長
岡
駅
近
く
に
引
っ
越
し

合
計

１
６
４
，
９
３
２
円

予
備
費

１
４
０
，
０
０
０
円

た
の
だ
。
パ
ソ
コ
ン
は
季
節
ご
と
に
新
商
品

ま
し
た
。
少
し
落
ち
着
い
て
か
ら
近
所
を
散

合
計

２
７
０
，
０
０
０
円

が
発
売
さ
れ
、
そ
の
都
度
、
処
理
速
度
も
向

歩
し
た
と
き
に
「
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
」
な

、

上
し
て
い
く
。

る
道
を
見
つ
け
ま
し
た
。

変
化
す
る
の
は
機
械
の
世
界
だ
け
で
は
な

長
岡
駅
東
口
か
ら
右
に
少
し
歩
く
と
、
緩

◇
◇
平
成
十
六
年
度
事
業
計
画
◇
◇

・
支
部
役
員
会
開
催

い
。
人
間
も
変
化
し
て
い
く
。
特
に
私
の
よ

い
左
カ
ー
ブ
の
立
体
駐
輪
場
が
あ
り
、
福
島

７
月

日

新
潟
会
館

う
に
高
校
生
を
相
手
に
し
て
い
る
職
業
に
就

江
に
掛
か
る
橋
を
渡
っ
た
所
か
ら
始
ま
り
学

11

・
支
部
総
会
開
催

い
て
い
る
と
、
社
会
の
変
化
だ
け
で
な
く
人

校
町
へ
続
く
道
の
名
称
で
す
。
道
の
中
央
に

◇
◇
役
員
改
選
◇
◇

８
月

日

新
潟
会
館

間
の
変
化
に
も
つ
い
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

遊
歩
道
・
草
花
や
木
・
ベ
ン
チ
・
水
の
せ
せ

22

・
会
員
名
簿
発
行

柏
崎
総
合
高
校

な
い
。

ら
ぎ
・
噴
水
・
子
供
の
遊
ん
で
い
る
姿
の
彫

県
幹
事

新
任

７
月

日

部(

ベ
ー
タ
版)

今
年
度
高
校
に
入
学
し
た
生
徒
は
、
平
成

刻
・
童
謡
の
歌
詞
を
埋
め
込
ん
だ
車
止
め
・

加
藤

弘

11

30

１
月
中
旬
ま
で

部(

確
定
版)
十
五
年
度
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
新
し
い
学

列
車
の
車
輪
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
両
側
に
は

170

・
研
修
会
開
催

長
岡
工
業
高
校

習
指
導
要
領
の
二
回
生
で
あ
る
。
中
学
で
学

車
一
台
が
通
れ
る
広
さ
の
車
道
が
あ
り
ま
す
。

９
月
下
旬

会
場
未
定

習
し
て
き
た
内
容
が
以
前
と
異
な
る
し
、
学

全
幅
二
十
数
メ
ー
ト
ル
の
道
が
約
三
百
メ
ー

志
田

重
道

・
会
報
「
新
潟
理
窓

号
」
発
行

習
に
対
す
る
意
識
の
面
で
も
以
前
と
は
違
っ

ト
ル
続
い
て
い
ま
す
。
二
歳
の
子
供
の
散
歩

18

月
下
旬

部

県
教
育
庁

た
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
指
導
の
面
で

場
所
と
し
て
は
申
し
分
な
い
所
で
す
。
た
だ
、

退
任

10

200

高
等
学
校
教
育
課

如
何
に
対
応
し
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
と

な
ぜ
駅
近
く
に
こ
の
よ
う
な
憩
い
の
場
が
あ

な
っ
て
い
る
。

る
の
か
考
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

坂
上

隆
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会
社
紹
介

以
前
、
地
図
を
見
た
ら
「
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー

な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

っ
て
四
十
で
新
潟
へ
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

直
江
津
電
子
工
業
株
式
会
社
）

ド
」
を
境
に
町
名
が
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。

前
任
校
で
は
最
後
の
半
年
間
、
電
気
科
３

神
奈
川
に
い
た
時
は
同
窓
の
方
が
沢
山
お

（

そ
の
後
日
、
福
島
江
に
掛
か
る
橋
を
渡
っ
て

年
生
の
課
題
研
究
を
担
当
さ
せ
て
も
ら
い
、

ら
れ
た
思
う
の
で
す
が
、
県
支
部
の
理
想
会

Ｓ

工
・
機

50
佐
藤

茂
樹

い
る
と
、
橋
の
隣
に
あ
る
鉄
骨
で
囲
ま
れ
た

生
徒
と
ス
ピ
ー
カ
ー
づ
く
り
を
楽
し
み
ま
し

名
簿
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の

倉
庫
の
土
台
が
頑
丈
で
あ
る
こ
と
に
気
付
き

た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
つ
け
た
小
さ
な

で
、
新
潟
県
支
部
の
同
窓
名
簿
を
頂
戴
し
、

現
在
私
の
勤
務
す
る
㈱
直
江
津
電
子
工
業

ま
し
た
。
長
岡
市
民
に
と
っ
て
は
常
識
だ
と

ユ
ニ
ッ
ト
を
エ
ン
ク
ロ
ジ
ャ
ー
（
ボ
ッ
ク
ス

心
強
く
思
い
ま
し
た
。

は
、
県
南
部
中
頚
城
郡
頚
城
村
に
あ
り
、
北

思
う
の
で
す
が
、
私
は
そ
こ
で
初
め
て
「
シ

に
取
り
付
け
て
通
電
し
た
時
の
生
徒
の
感
激

新
潟
へ
戻
っ
て
き
て
か
ら
は
、
村
上
女
子

陸
道
と
国
道
８
号
及
び
信
越
本
線
に
挟
ま
れ

ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
」
が
越
後
交
通
栃
尾
線(

栃

は
、
学
生
時
代
に
秋
葉
原
に
足
繁
く
通
い
、

長
岡
ろ
う
、
見
附
と
勤
務
し
て
、
現
在
村
上

た
日
本
海
か
ら

ほ
ど
の
所
に
位
置
し
て

0.5
km

尾
鉄
道)

の
長
岡
〜
悠
久
山
ル
ー
ト
の
一
部

自
作
ス
ピ
ー
カ
ー
に
熱
中
し
て
い
た
頃
の
自

高
校
山
北
分
校
に
単
身
赴
任
し
て
い
ま
す
。

い
ま
す
。
数
十
年
前
は
一
面
松
林
で
あ
っ
た

で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
遊
歩
道
に
し

分
と
同
じ
も
の
で
し
た
。
同
窓
の
中
に
も
、

分
校
の
教
頭
は
、
代
々
商
業
科
目
を
教
え
る

と
こ
ろ
で
、
今
も
会
社
建
屋
の
周
り
に
は
か

て
は
不
自
然
な
カ
ー
ブ
、
無
駄
の
あ
る
道
幅
、

自
作
の
経
験
を
お
持
ち
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

こ
と
に
な
っ
て
い
る
ら
し
く
、
数
学
の
授
業

な
り
の
松
が
群
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
隣
に

町
名
の
境
の
な
ぞ
も
解
け
、
倉
庫
は
頑
丈
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
最
近
は
、

か
ら
大
分
遠
の
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
、

は
国
立
犀
潟
療
養
所
（
現
在
は
独
立
行
政
法

iPo

鉄
橋
の
上
に
建
っ
て
い
ま
し
た
。

の
よ
う
な
ス
リ
ム
な
音
楽
メ
デ
ィ
ア
が
話
題

閉
校
（
平
成
十
八
年
三
月
）
準
備
に
奔
走
し

人
犀
潟
病
院
）
が
あ
り
ま
す
。

些
細
な
こ
と
で
し
た
が
、
何
か
が
ス
ッ
キ

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
音
楽
再
生
へ
の
こ
だ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

当
社
は
、
昭
和

年
代
前
半
頃
か
ら
の
日

40

リ
し
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
今
度
は
、
殿

わ
り
は
、
ア
ン
プ
や
ス
ピ
ー
カ
ー
な
ど
の
製

横
浜
に

本
に
お
け
る
半
導
体
産
業
の
発
展
の
一
翼
を

町
付
近
も
散
歩
し
て
新
た
な
発
見
を
し
た
い

品
づ
く
り
に
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
如
何
で

い
た
こ
ろ

担
う
べ
く
、
親
会
社
で
あ
る
㈱
信
越
化
学
工

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

し
ょ
う
か
。
通
勤
途
中
に
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
を

は
、
全
国

業
（
本
社
千
代
田
区
大
手
町
）
が
出
資
し
、

耳
に
付
け
た
生
徒
達
を
見
な
が
ら
、
も
っ
と

理
数
系
教

昭
和

年
に
現
在
の
場
所
に
設
立
し
た
も
の

44

豊
か
な
再
生
音
を
聴
い
て
欲
し
い
と
、
少
々

員
の
た
め

で
す
。
そ
の
後
の
半
導
体
産
業
の
急
激
な
成

オ
ー
デ
ィ
オ
の

お
節
介
な
思
い
を
し
て
い
る
昨
今
で
す
。

の
研
修
会

長
と
相
ま
っ
て
今
で
は
従
業
員
約

名
を
抱

楽
し
み

900

Ｓ

理
工･

物

の
講
師
を

え
る
規
模
の
企
業
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て

54

頼
ま
れ
た
り
、
卒
業
ゼ
ミ
（
宮
原
教
授
）
の

姉
妹
会
社
で
あ
る
㈱
信
越
半
導
体
（
本
社
千

加
藤

寿
一

昨
年
十
月
に
年
度
途
中
の
異
動
と
な
り
、

忘
年
会
が
毎
年
あ
っ
た
の
に
参
加
し
て
い
た

代
田
区
丸
の
内
）
の
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し

長
岡
工
業
高
校
か
ら
新
津
高
校
勤
務
と
な
り

り
と
、
理
科
大
に
足
を
運
ん
で
他
業
種
の
先

て
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
世
界
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア

ま
し
た
。
私
の
生
ま
れ
は
富
山
県
境
に
近
い

輩
や
後
輩
と
話
せ
る
機
会
が
あ
っ
た
の
で
す

ー
の
維
持
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

青
海
町
で
す
が
、
居
を
構
え
た
吉
田
町
か
ら
、

が
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
ご
無
沙
汰
を
し
て
し
ま

創
業
当
初
か
ら
の
事
業
内
容
は
、
半
導
体

新
潟
市
・
長
岡
市
・
新
津
市
と
い
ず
れ
も
三

っ
て
い
ま
す
。
新
潟
理
窓
が
、
理
科
大
を
思

シ
リ
コ
ン
ウ
エ
ハ
の
製
造
で
あ
り
ま
す
。
前

雑
感

十
五
㎞
ほ
ど
の
距
離
を
毎
日
自
家
用
車
で
通

Ｓ

理
・
数

い
出
さ
せ
て
く
れ
る
唯
一
の
も
の
と
な
っ
て

述
信
越
半
導
体
か
ら
単
結
晶
シ
リ
コ
ン
イ
ン

52

勤
す
る
生
活
が
二
十
年
近
く
続
い
て
い
ま
す
。

い
ま
す
。
支
部
役
員
の
皆
様
や
事
務
局
の
皆

ゴ
ッ
ト
（
円
筒
状
の
塊
）
の
供
給
を
受
け
、

日
野

顕
英

片
道
一
時
間
弱
の
通
勤
時
間
で
す
が
、
こ
の

理
科
大
を
卒
業
し
た
昭
和
五
十
二
年
四
月

様
に
お
世
話
に
な
り
っ
ぱ
な
し
で
申
し
訳
あ

こ
れ
を
薄
板
円
盤
状
に
ス
ラ
イ
ス
し
、
研
削

時
間
が
家
族
へ
の
気
兼
ね
も
な
く
、
音
楽
を

か
ら
十
六
年
間
神
奈
川
の
県
立
高
校
で
お
世

り
ま
せ
ん
が
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

洗
浄
・
化
学
エ
ッ
チ
ン
グ
・
研
磨
等
の
工
程

楽
し
む
時
間
と
な
っ
て
い
て
、
通
勤
が
苦
に

話
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
実
家
の
事
情
が
あ

い
た
し
ま
す

を
経
て
最
終
的
に
は
鏡
面
（
片
面
あ
る
い
は



(4)第 号 平成 年 月18 16 10に い が た り そ う

両
面
）
の

子

以
下

世
界
人
口
の
中
の
一
人
に
相
当

っ
て
お
り
、
高
校
就
職
担
当
の
先
生
を
困
ら

行
い
ま
す
。
黒
点
の
色
は
黒
で
は
な
く
赤
く

）

（

）

シ
リ
コ
ン

と
い
っ
た
具
合
で
す
。

せ
て
い
る
よ
う
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

見
え
た
り
緑
や
青
く
見
え
た
り
す
る
こ
と
、

ウ
エ
ハ
な

当
社
は
以
前
か
ら
こ
の
地
元
工
場
の
み
で

こ
こ

年
来
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
非

日
中
い
く
つ
も
の
星
が
き
ら
き
ら
輝
い
て
い

10

る
も
の
に

あ
っ
て
社
員
の
ほ
と
ん
ど
は
頚
城
村
、
大
潟

常
に
き
び
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
以
上
ご
紹

る
こ
と
、
金
星
が
月
の
よ
う
に
欠
け
て
見
え

加
工
し
ま

町
、
直
江
津
と
い
っ
た
地
域
の
人
が
ほ
と
ん

介
し
た
こ
ん
な
会
社
に
も
卒
業
生
の
一
人
が

こ
と
に
皆
さ
ん
驚
か
れ
ま
す
。

す
。
こ
の

い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

も
ち
ろ
ん
夜
の
星
空
は
す
ば
ら
し
く
、
天

ウ
エ
ハ
が

す
。

の
川
も
雲
か
と
思
う
ほ
ど
白
く
輝
き
ま
す
。

屋

、

こ
の
先
顧

毎
週
土
曜
日
の
観
望
会
に
は
多
く
の
人
が
訪

社

客
に
納
め

れ
、
星
雲
星
団
、
美
し
い
二
重
星
な
ど
を
観

社

｢

清
里
村

ら
れ
た
段

望
し
ま
す
。

会

星
の
ふ
る
さ
と
館

階
で
写
真

理
科
離
れ
が
聞
か
れ
る
中
、
幼
稚
園
保
育

式

の
紹
介

技
術
の
応

Ｓ

理
・
物

園
を
対
象
に
し
た｢

七
夕
フ
ェ
ア｣

、
小
学
校

株

47

用
に
よ
る

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
や
子
ど
も
会
の
活
動
に
も
力

業

早
川

雅
雄

微
細
加
工

私
の
勤
務
す
る
「
清
里
村
星
の
ふ
る
さ
と

を
入
れ
て
い
ま
す
。

工

が
ウ
エ
ハ

館
」
は
新
潟
県
の
南
西
部
、
上
越
市
の
と
な

簡
易
宿
泊
等
も
備
え
て
お
り
天
文
・
宇
宙

子

（
基
盤
）

り
の
清
里
村
に
あ
り
ま
す
。
高
田
駅
よ
り
車

を
学
ぶ
絶
好
の
館
で
あ
り
ま
す
。

電

上
に
施
さ

で

分
、
標
高

ｍ
の
「
坊
ケ
池
」
湖
畔
に

「
宇
宙
の
夢
と
ロ
マ
ン
」
を
与
え
て
く
れ
る

津

40

500

れ
、
Ｉ
Ｃ

位
置
し
て
い
ま
す
。

年
（
平
成
５
年
、

「
星
の
ふ
る
さ
と
館
」
へ
お
い
で
下
さ
い
。

江

）

1993

・
Ｌ
Ｓ
Ｉ

清
里
村
が
地
域
の
資
源
や
特
性
を
活
か
し
て

直

と
い
っ
た

取
り
組
む
、
個
性
的
で
魅
力
的
な
地
域
づ
く

現
代
の
エ

り
を
め
ざ
し
、
新
潟
県
で
最
大
級
の
口
径
65

レ
ク
ト
ロ

㎝
大
型
望
遠
鏡
を
は
じ
め

ｍ
の
プ
ラ
ネ
タ

8.5

ニ
ク
ス
の

リ
ウ
ム
を
設
置
し
た
も
の
で
す
。

基
礎
を
支

館
で
は
「
本
物
」
の
実
体
験
を
提
供
す
る

え
る
も
の

こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
お
り
、
学
校
教
育

※
※

※
※

に
姿
を
変

に
お
け
る
自
然
体
験
学
習
の
場
を
提
供
す
る

会

報

え
る
わ
け
で
す
。
現
在
で
は
基
盤
の
加
工
精

ど
で
あ
り
、
そ
の
点
若
い
社
員
の
定
着
率
が

の
み
な
ら
ず
年
代
や
知
識
に
応
じ
た
幅
広
い

♪
年
一
回
、
十
月
発
行
、

度
及
び
清
浄
度
も
想
像
を
絶
す
る
ほ
ど
で
、

非
常
に
高
く
、
会
社
が
伸
び
て
ゆ
く
一
因
が

生
涯
学
習
の
機
会
を
提
供
し
よ
う
と
考
え
て

♪
何
で
も
あ
り
、
掲
載
料
な
し
、

表
面
の
平
坦
度
は

オ
ー
ダ
ー
（
ウ
エ
ハ

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
あ
る
の
か
も
知
れ
ま
せ

い
ま
す
。

♪
投
稿
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

0.1
μｍ

※
※

※
※

を
東
京
ド
ー
ム
ほ
ど
に
拡
大
し
て
も
凸
凹
は

ん
（
因
み
に
理
科
大
卒
業
生
は
現
在
５
人
。

日
中
晴
れ
て
い
れ
ば
大
き
く
投
影
し
た
太

）

支
部
費

１
㎜
以
下
）
で
あ
り
、
ま
た
表
面
不
純
物
（

し
か
し
こ
こ
最
近
は
労
働
生
産
性
を
向
上

陽
像
の
黒
点
や
白
斑
、
Ｈ
α
線
に
よ
る
太
陽

♪
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

重
金
属
類
）
の
濃
度
は

の

乗
個
（
原

さ
せ
る
と
い
っ
た
理
由
か
ら
採
用
を
極
力
絞

面
の
観
察
、
明
る
い
恒
星
や
金
星
の
観
望
を

♪
確
認
後
、
名
簿
送
付(

月
頃)

。

Ex.

10

10

12




